別記様式第１号（第５条関係）
	中 　間 　前　 金　 払　 認　 定　 請　 求　 書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年 　　月　　 日
（あて先）館林市長

所　 在　 地
請負者 商号又は名称　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
代表者氏名
下記工事について、中間前払金の支払を請求したいので、要件を具備していることを認定されたく請求します。
記


	工事名
	

	工 事 場 所
	

	工期
	着工
	年　　　月　　　日

	
	完成
	年　　　月　　　日

	請負代金額
	　円　

	摘　　　要
	工期の２分の１を経過した日             年    月    日
添付書類　・履行報告書（中間前金払用）
・工事工程報告



注１　工期の２分の１を経過した日については、債務負担行為に係る契約では、当該年度の工事実施期間の２分の１を経過した日を記入する。
２　工事工程報告について別途提出している場合は添付不要とする。

別記様式第２号（第５条関係）

	履　 行　 報　 告　 書（中間前金払用）
年 　　月　 　日
（あて先）館林市長

所在地
請負者　商号又は名称
代表者の氏名 　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
本書のとおり請負工事の履行状況を報告します。

	工　  事　  名    
	

	工  事  場  所      
	

	工　　　    期
	着工
	年　　月　　日

	
	完成
	年　　月　　日

	工期の２分の１を経過した日
	年　　月　　日

	請 負 代 金 額
	円

	工　　　　  種
	構成比
	実施工程
	出来高金額
	工期の1/2を経過する日の工程表の状況
	担当課

確認欄

	
	
	
	
	工期の1/2を経過する日までに実施すべき作業の状況
	

	
	％
	％
	円
	工期終了
	工期中
	工期未到来
	確認済

	
	
	
	
	済・未
	済・未
	
	

	
	％
	％
	円
	工期終了
	工期中
	工期未到来
	確認済

	
	
	
	
	済・未
	済・未
	
	

	
	％
	％
	円
	工期終了
	工期中
	工期未到来
	確認済

	
	
	
	
	済・未
	済・未
	
	

	
	％
	％
	円
	工期終了
	工期中
	工期未到来
	確認済

	
	
	
	
	済・未
	済・未
	
	

	
	％
	％
	円
	工期終了
	工期中
	工期未到来
	確認済

	
	
	
	
	済・未
	済・未
	
	

	
	％
	％
	円
	工期終了
	工期中
	工期未到来
	確認済

	
	
	
	
	済・未
	済・未
	
	

	小　　　　計
	100.0％
	％
	円
	実施工程計50％以上
	確認済

	消費税及び地方消費税額
	円
	
	

	合　計　金　額
	円
	出来高金額計が請負代金額の1/2以上
	確認済


注１ 「構成比」は直接工事費に占める各工種の工事費の割合を、「実施工程」は各工種の工事費に占める、本報告書提出時点で既に行われた作業に要し
た経費の割合を、「出来高金額」は工事価格（請負代金額から消費税及び地方消費税額を控除した金額）に占める構成比相当額に実施工程率を乗じたも
のにより算出し、それぞれ記入すること。なお、記入については、契約時に提出した工程表等に基づき作成すること。
２ 実施工程計は50％以上、出来高金額計は請負代金額の２分の１以上であること。
３ 「工期の1/2 を経過する日の工程表の状況」は、工期の１／２を経過する時点での各工種の工程表における工期の状況について、工期終了、工期中、
工期未到来のいずれか正しいものを○で囲む。「工期の1/2 を経過する日までに実施すべき作業の状況」は、「工期終了」、「工期中」を○で囲んだ場合
について、「工期終了」の場合は、当該工種の全作業が行われていれば「済」を、「工期中」の場合は、本報告書提出時点において、工期の１／２を経過する時点までで行うべき当該工種の作業の全てが行われていれば「済」を○で囲む。
４ 「担当課確認欄」については、記載しない。
別記様式第３号（第５条関係）
	中 　間 　前　 金　 払　 認　 定　 調　 書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年 　　月　　 日
　　　　　　　　　　　　　様

館林市長　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
下記工事について、その進捗を調査したところ、中間前払金を支払うことができる要件を具備していることを認定します。

記


	工事名
	

	工 事 場 所
	

	工期
	着工
	年　　　月　　　日

	
	完成
	年　　　月　　　日

	請負代金額
	　円　

	摘　　　要
	


